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退
団
さ
れ
た
方
【々
勤
続
５
年
以
上
の
退
団
者（
平
成
２５
年
４
月
１
日
現
在
）】

長年にわたり消防団員として地域の防災活動に貢献いただいた１１０名の方々が退団されました。
ご自身のお仕事を持ちながらの消防団活動、本当にお疲れ様でした。

また、新たに９６名の方々が入団されました。今後、地域防災のリーダーとしてのご活躍に期待します。

危
機
管
理
課 

防
災
危
機
管
理
係

6
5
｜

0
6
6
5

6
3
｜

4
6
1
9

問
い
合
わ
せ

地域防災の要として活躍
甲賀市消防団の入・退団

　
市
で
は
、
身
の
回
り
で
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
災

害
に
つ
い
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
知
識
を
深
め
、

災
害
へ
備
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
自
然
災
害
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
※
）に
基
づ
き
作
成
し
た「
甲
賀

市
防
災
マ
ッ
プ
」を
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
防
災

対
策
に
幅
広
く
活
用
し
て
頂
く
こ
と
で
、
地
域
防
災

力
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
は
区
・
自
治
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

月
中
旬
以
降
各
ご
家
庭
に
順
次
お
届
け
す
る
ほ
か
、

お
住
ま
い
の
地
域
に
あ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
や
危

機
管
理
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し

災
害
へ
の
備
え
を

デ
ー
タ
か
ら
見
る

甲
賀
市
の
安
全
課
題

　
市
で
は
現
在
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
統
計
資
料
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
市
の
安
全
課

題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
一
つ
と
し
て「
人
口
動
態
統

計
」の
デ
ー
タ
か
ら
、
過
去
の
死
亡
の
発

生
状
況
を
分
析
し
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

●
外
傷
に
よ
る
死
亡（
病
気
以
外
の
要
因

に
よ
る
死
亡
）の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は

自
殺
で
あ
り
、
市
の
自
殺
者
数
は
、
全
国
・

県
の
数
値
よ
り
若
干
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
自
殺
は
全
国
的
な
問
題
で
す
が
、

市
に
お
い
て
も
大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。

●
不
慮
の
事
故（
不
慮
の
窒
息
、
転
倒
・

転
落
、
交
通
事
故
等
）に
よ
る
死
亡
は
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
70
歳
代
〜
80
歳
代
が
最
多
で
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
人
口
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
高
齢
者
の
不
慮
の
事
故
は
、

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
　

　
こ
れ
ら
は
、
分
析
結
果
の
一
例
で
す
。

市
で
は
今
後
、
よ
り
詳
細
な
資
料
に
よ
っ
て

外
傷
の
傾
向
・
発
生
原
因
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
抱
く
不
安
感
の

要
素
・
背
景
を
分
析
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。

自
殺
対
策
講
演
会
を
開
催

　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
3
月
17

日
、
自
殺
を
防
ぐ
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
講
演
会
を
開
催
し
、
約
4
0
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
さ

れ
る
作
家
で
内
科
医
の
お
お
た
わ
史
絵
さ

ん
か
ら
、「
う
つ
病
」は
自
殺
の
大
き
な
要

因
で
あ
る
が
、
珍
し
い
病
気
で
は
な
く
誰

の
身
に
も
起
き
得
る
こ
と
や
、
生
活
の
中

の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
う
つ
病
は
予
防

で
き
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講演するおおたわ史絵さん

外傷による死亡　死因上位3位（市内）

発生件数は過去5年間の合計件数

順位

1位

2位

3位

死因

自　　殺

不慮の事故－不慮の窒息

不慮の事故－交通事故

発生件数

129件

46件

35件

自殺の数値比較

数値は過去7年間の平均値

自殺の死亡者
（人口10万人あたり）
死亡全体のうち
自殺が占める割合

甲賀市

25.2人

滋賀県

21.6人

全国

23.9人

2.9％ 2.7％ 2.6％

セーフコミュニティこうかセーフコミュニティこうかセーフコミュニティこうか Vol.4
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※必ずしもシミュレーションに沿った災害が発生するものではありませ
んし、想定外の災害が発生する可能性もあります。防災マップを参考
に、様々な災害をイメージして防災対策に取り組むことが大切です。


